研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　通所リハビリグループ　　職　種　介護福祉士　　氏　名  河原　範之

	期　　間　　平成28年9月27日　～　平成28年11月8日 （約1ヶ月間）

	出張目的    平成28年　介護プロフェッショナルキャリア段位制度　評価者（アセッサ－）講習

	出 張 先    青森観光物産館　アスパム　4階　十和田

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

「介護プロフェッショナルキャリア段位制度」の研修に参加し、今後の自分たち介護職においてキャリアアップに可能性を感じる事が出来た。また、財源や各地域の人口の増減、世界の介護水準、現実的な問題も深く理解する事が出来た。アセッサーにおいては、・記録・根拠の説明・文章化（介護技術の可視化）する能力が高く求められ段位取得の際にいかにアセッサーの役割が重要であるか学ぶ事が出来た。「介護プロフェッショナルキャリア段位制度」を組織全体で取り組む事で、施設全体の介護の質向上（適切な評価のもと）、モチベーション向上、指導力の向上が行えるツールとなっている。アセッサーは適切な評価とスキルアップ（継続的人材育成）のロールと担っており今後、自分たちの活動がどこまで深く取り組めるかによって施設全体へ及ぶ影響も大きいと考える。
ｅラーニング・集合講習に参加で終わりではなく、これからがアセッサーとしてのスタートである為、長期間に及ぶが評価者としての能力・OJT指導者としての能力を着実に身に付けたい。
実践的活用方法については、新人教育関して科学的根拠に基づいた説明を行うことで納得し、理解した上でのスキル定着が図れるので、年数の経過とともに全体的な介護の質向上に繋がると感じた。また、新人以外の職員にも良い影響があると考えます。

ｅラーニング　9月27日（火）～11月7日（月）

第1部　介護キャリア段位制度について

第Ⅰ章　介護キャリア段位制度の概要　

※介護キャリア段位制度の概要と創設の背景を理解する

第Ⅱ章　評価者（アセッサ－）の役割と評価の手順　

※評価者（アセッサー）の役割と内部評価の手順を理解する

第Ⅲ章　介護キャリア段位制度による「できる（実践的スキル）」の評価

※「できる（実践的スキル）」の評価基準を理解する

第Ⅳ章　介護キャリア段位制度を活用したＯＪＴの推進

※介護キャリア段位制度を活用したＯＪＴの推進方法を理解する

第2部　介護キャリア段位制度の評価項目と評価方法の理解

・Ⅰ－1　入浴介助・Ⅰ－2　食事介助　・Ⅰ－3　排泄介助・Ⅰ－4　移乗・移動・体位交換

　・Ⅰ－5　状況の変化に応じた対応

　・Ⅱ－1　利用者・家族とのコミュニケーション・Ⅱ－2　介護過程の展開
　・Ⅱ－3　感染症対策・衛生管理・Ⅱ－4　事故発生防止・Ⅱ－5　身体拘束廃止・Ⅱ－6　終末期ケア

・Ⅲ－1　地域包括ケアシステム・Ⅲ－2　リーダーシップ
　第3部　動画演習
　第Ⅰ章　動画演習1「杖歩行の介助」
　第Ⅰ章　動画演習2「体位交換」

　第Ⅱ章　評価の根拠となる「利用者の状態」と「介護の内容」の作成ポイント
　第Ⅲ章　動画演習3「食事介助」

　第Ⅲ章　動画演習4「排泄介助」

　第3部　まとめ
確認テスト
トライアル評価
アンケート・修了確認

＜ｅラーニングについて＞

　9月よりｅラーニングでの自己学習と確認テストを実施することで、「介護プロフェッショナルキャリア段位制度」について深く理解する事ができた。単発的な研修ではなく、繰り返し行える確認テストや動画を活用した説明、またポイントや補足がすぐに確認でき効率的に学習できた。
· 集合学習　11月8日（火） 集合講習カリキュラム　　9:30～17:00

～介護キャリア段位制度の意義～　40分

　　講師：兵庫県立大学大学院経営研究科教授　筒井孝子氏

「介護のみえる化」による実践的スキルの評価と証明

　　　　　　　　　



介護キャリア段位制度創設の背景

1 介護人材を巡る現状と課題（人材不足と離職率）

2 介護職員の意識　（社会的低評価からの不満）

3 良質な介護人材の確保のために：キャリア・アップの仕組みの構築

4 介護キャリア段位制度の活用と効果

～評価者（アセッサ－）の役割～　30分

　　講師：公益社団法人日本介護福祉士会　前名誉会長　田中雅子氏

· 客観的で公平な評価　　

· 介護の基本的理念　（・尊厳の保持・自立支援・安全・根拠に基づくケア・生活の継続性）

以上に基づいた介護行為を行っているか具体的な評価基準用いて評価する148項目

OJTチーム作り⇒適切な介護を提供できる人材を育成する環境を作るリーダー＝アセッサー

～トライアル評価を用いた演習～　85分

　　講師：横浜創英大学看護学部教授　田中彰子氏

　　　　　国立保健医療科学院研究員　大夛賀　政昭氏

①内部評価の方法　　②内部評価の仕方：「現認」「記録確認」「ヒアリング」

記録の書き方や考え方の統一性の確認、出来て当然、当たり前を軽視せずにチェックをする。

出来る事実は記録に反映される、評価、説明は記録で返す。

※説明出来る内容である事が重要

～評価項目の理解（認知症ケア・地域包括ケアシステム）～　50分

　　講師：＜認知症ケア＞公益社団法人日本介護福祉士会　前名誉会長　田中雅子氏

　　　　　＜地域包括ケアシステム＞兵庫県立大学大学院経営研究科教授　筒井孝子氏

＜認知症ケアについて＞

　2025（平成37）年には認知症高齢者は約700万人前後、65歳以上の高齢者の約5人に1人の推計となる。現在、認定を取った利用者調査票の内訳を見ると評価対象の約9割が認知症の方（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ｍ）を選定している。そのため、現在認知症に関わる評価項目を加える検討をしている。

＜地域包括ケアシステムについて＞

　今後、更に地域の包括的な支援・サービス提供体制の構築が必要となる。地域包括ケアシステムの評価項目の構成として１、地域内の社会資源との情報共有２、地域内の社会資源との業務協力３、地域内の関係職種との交流４、地域包括ケアの管理業務である。地域包括ケアシステムの評価項目を実践し地域の要となる存在になる事が重要である。段位制度においてはレベル4の認定となる。

レベル4認定の職員がたくさんいる施設＝地域の要となる施設である。

～介護キャリア段位制度を活用したＯＪＴの推進～　60分

　　講師：公益社団法人日本介護福祉士会　前名誉会長　田中雅子氏

OJTでの注意点　　　

1適切なケアを行う⇒人材育成　2場当たり的、継続性がない⇒スキルがアップしない

　　　　　

◎事例１　介護老人保健施設【新規採用職員の育成に活用】
　導入目的…利用者の情報把握　より的確に行えるスキルを身に付ける
　　　　　　利用者のニーズに即した介護実践力を構築する為

　◎事例2　介護老人福祉施設【2,3年目の職員・ベテラン職員への適切な介護スキル振り返りに活用】
　導入目的…個別ケア実現のための介護の質向上の為
　　　　　　経験や勘に基づく介護ではなく科学的根拠に基づく介護を取り入れるため

　◎事例3　【次世代リーダー、サブリーダー育成に活用】
　導入目的…介護スキル向上・人材育成の実施を明示　その遂行の為
　　　　　　質で地域に選ばれる事業所・施設になるため

　◎事例4　【評価項目を育成ツールとして活用】
　導入目的…ふくい介護人材育成宣言事業所
　　　　　　施設長の命令でアセッサー講習を受講

　◎事例5　【評価項目に基づきＯＪＴチームを編成】
　導入目的…法人の方針として人材育成を重視「連携」「標準化」「可視化」を掲げる
　　　　　　その方針とキャリア段位制度のコンセプトが一致
　　　　　　重点方針が繋がる

　

～講習総括～

　　講師：兵庫県立大学大学院経営研究科教授　筒井孝子氏

　

　介護スキルに関するＯＪＴのまとめとして「日常的に介護スキルについて考える文化をもったチームを作る事」重要である。取り組みに必要な事として①目的の明確化②計画策定③範囲の明確化があげられる。
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できる　（実践的スキル）








わかる　（知識）








共通基準で評価


事業所・施設で、評価者（アセッサー）が、介護職員の日頃の仕事の様子や業務の記録等を見て評価





所定の資格取得や研修の修了で評価


介護福祉士の取得や実務者研修・介護職員初任者研修の修了等を通じての評価





※介護のみえる化





介護プロフェッショナルキャリア段位レベル認定








